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仕
の
心
を
大
切
に

声
を
届
け
て
46
年
。
活
動
で
地
域
貢
献
を

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
桑
の
実

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し
な

が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
文
教
厚

生
委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】（令和６年４月撮影）
「声の広報」の収録の様子

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

奉
市民インタビュー37

に
、
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
た
ち
と
共

に
歩
む
お
手
伝
い
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

目
黒　
福
治
さ
ん

　
会
員
の
方

に
誘
わ
れ
、

朗
読
に
興
味

が
あ
り
入
会

し
ま
し
た
。

40
年
以
上
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

古
澤　
寿
実
さ
ん

　
も
と
も
と

朗
読
の
経
験

が
あ
り
、
羽

村
に
引
っ
越

し
て
き
た
時

に
音
訳
の
講
習
会
に
参
加
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。

設
立
の
き
っ
か
け
は

石
川　
千
寿
さ
ん（
代
表
）　

昭
和
54
年
、

公
民
館
で
開

催
さ
れ
た

「
声
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」の
受
講
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
桑
の
実
の
花
言
葉

と
言
わ
れ
て
い
る「
奉
仕
の
心
」を
大
切

石
川　
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る

義
母
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
考

え
た
こ
と
の
な
い「
読
み
」の
基
本
を
学

べ
る
機
会
と
思
い
、
入
会
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は

石
川　
活
動
の
中
心
は「
声
の
広
報
」の

収
録
で
す
。
市
が
発
行
す
る「
広
報
は

む
ら
」か
ら
抜
粋
し
た
内
容
を
Ｃ
Ｄ
版

に
収
録
し
て
お
り
、
昭
和
55
年
１
月
か

ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

古
澤　
羽
村
市
図
書
館
の
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に「
対
面
朗

読
」が
あ
り
、
こ
の
事
業
に
も
協
力
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
視
覚
に
障
害
が

あ
る
方
な
ど
が
読
み
た
い
資
料
を
朗
読

し
、
知
り
た
い
情
報
を
得
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。

石
川　
ほ
か
に
も
、
朗
読
の
勉
強
を
行

い
、
年
に
１
回
ミ
ニ
朗
読
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
感
染
症
の
影
響
で
休
止
中

で
し
た
が
、
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
訪

問
な
ど
も
再
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
市
の「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
」、
社
会

福
祉
協
議
会
の「
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ

り
」や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
イ
マ

ス
ク
体
験
の
協
力
も
し
て
い
ま
す
。

　「
音お

ん
訳や

く
」は
視
覚
に
障
害
の
あ
る

方
や
高
齢
者
の
た
め
に
文
字
な
ど

を
音
声
化
す
る
こ
と
で
す
。

　
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
桑
の
実

は
、
こ
の
音
訳（
朗
読
）ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、「
声
の
広
報
」の
収

録
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ

の
朗
読
訪
問
、
図
書
館
で
の
対
面

朗
読
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲�朗読CD「声の広報」は図書
館で借りることができます

▲アイマスク体験
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「
声
の
広
報
」の
収
録
に
つ
い
て

石
川　
広
報
は
む
ら
の
発
行
日
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
月
に
２
回
収
録
し
て
い

ま
す
。
１
日
号
は
３
～
４
人
で
分
担
し
、

15
日
号
は
１
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
60

～
70
分
の
内
容
を
２
時
間
く
ら
い
か
け

て
収
録
し
ま
す
。

や
り
が
い
や

�

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

古
澤　
取
扱
説
明
書
な
ど
私
達
の
身
近

に
あ
る
も
の
も
読
む
こ
と
が
難
し
い
方

も
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。

石
川　
目
が
不
自
由
な
方
か
ら「
声
の

広
報
の
お
陰
で
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
助
か
り
ま
す
」と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
時
は
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。「
こ

の
人
の
声
は
ほ
っ
と
で
き
る
」と
の
お

声
も
あ
り
、
伝
え

た
い
と
い
う
思
い

が
届
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

目
黒　
朗
読
会
は

自
身
に
と
っ
て
最

大
の
行
事
で
す
ね
。

楽
し
み
な
が
ら
、

練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

音
訳
の
難
し
さ
や

�

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

石
川　

音
訳
は
文
字
だ
け
で
は
な
く
、

表
や
写
真
の
説
明
も
行
い
ま
す
。
聴
い

て
い
る
方
に
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
読

む
こ
と
は
、
経
験
や
工
夫
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

目
黒　
活
動
を
始
め
た
時
、
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
や
ア
ク
セ
ン
ト
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
難
し
い
で
す
が
、
人
に
伝

え
る
こ
と
の
面
白
さ
を
感
じ
、
続
け
て

こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

古
澤　
年
齢
と
と
も
に
口
中
音（
リ
ッ

プ
ノ
イ
ズ
）が
増
え
て
し
ま
う
の
で
、

マ
イ
ク
に
音
が
入
ら
な
い
よ
う
、
口
周

り
の
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

石
川　

新
聞
の
コ
ラ
ム
や
絵
本
な
ど
、

１
日
１
回
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
を
習

慣
づ
け
て
い
る
会
員
も
い
ま
す
ね
。

今
後
の
展
望
や
取
組
み
を

古
澤　
対
面
朗
読
も
含
め
、
活
動
が
知

ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
講
習
会
を
開
催
し
、
活
動
の
周

知
や
メ
ン
バ
ー
募
集
を
し
、
活
動
の
幅

を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ぜ
ひ
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
私
個
人
と
し
て
は
、

声
の
広
報
が
令
和
６
年
８
月
１
日
号
で

８
８
８
号
に
な
り
ま
す
。
１
０
０
０
号

ま
で
関
わ
っ
て
い
た
い
で
す
。

石
川　
現
在
、
男
性
１
人
、
女
性
６
人

の
計
７
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員

数
を
増
や
し
、
よ
り
継
続
性
・
多
様
性

の
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

目
黒　
私
は
地
域
社
会
へ
貢
献
し
な
が

ら
、
朗
読
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

石
川　

本
を
読
む
こ
と
が
苦
手
な
方
、

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
字
が
見
え
に
く
く

な
り
本
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
方
も
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
対
応

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
読
み
た

い
も
の
を
私
達
の
声
で
伝
え
、
読
書
や

情
報
を
得
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

インタビューを終えて

　奉仕の心を大切に活動されている会員
の方々にお会いし、朗読技術の高さと活
動への強い思いをひしひしと感じました。
市で最も歴史ある団体のひとつである「桑
の実」さんの会員の増加、及びご活躍を楽
しみにしています。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、
ありがとうございました。

声のボランティア桑の実
	会員　７人
	会費　年1,000円
	主な活動
　�毎月第１、第４木曜日に定例会を実施。
月に２回声の広報の収録。
	場所
　�プリモライブラリーはむら、
　プリモホールゆとろぎ、
　羽村市福祉センターなど
	連絡先�555-7519(代表)

▲�収録は、原稿を読む人(右)、収録機器を
操作する人(中央）、原稿をチェックする
人(左)、の３人体制で行います

▲�５年おきに周年記念朗読会を開催しています
(写真は40周年記念朗読会)

▲桑の実の皆さん
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審議した主な議案

議
案	

審	

議

■	

国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額
を
見

直
し
、
軽
減
措
置
を
拡
充

【
主
な
内
容
】　
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
今
回
の
改
正
で
、
所
得
の
多
い
方

へ
の
増
税
と
少
な
い
方
へ
の
減
税
を
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
増
税
分
と
減
税

分
を
合
わ
せ
る
と
、
税
収
と
し
て
は
プ

ラ
ス
に
な
る
の
か
。

　
　
限
度
額
の
見
直
し
で
１
７
５
万
５

０
０
０
円
増
額
し
、
軽
減
措
置
の
拡
充

で
約
65
万
４
０
０
０
円
減
額
す
る
。
合

計
す
る
と
、
１
１
０
万
１
０
０
０
円
の

増
額
と
な
る
。

■	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
の
一
体
化
に
対
応

【
主
な
内
容
】　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

９
５
万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
58

億
１
２
６
５
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
の
続
く
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
制
度
設
計
に
は
誤
り
や
不

安
定
性
が
あ
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
一

体
化
に
向
け
た
本
議
案
に
反
対
。

�

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
　
　
利
便
性
向
上
と
安
全
な
制
度
運

用
が
期
待
さ
れ
る
。
国
の
制
度
変
更
に

伴
う
補
正
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
る
と
考

え
、
賛
成
。　
　
　
　
　
　
（
新
政
会
）

　
　
　
個
人
情
報
漏
洩
へ
の
危
惧
が
あ

る
。
任
意
取
得
で
あ
る
は
ず
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
実
質
義
務
化
す
る
も

の
で
あ
り
、
反
対
。�

（
世
論
）

■�

第
２
回
定
例
会
（
６
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
５
件
、
補
正
予
算
案
２
件
、
専
決
処
分
の

報
告
３
件
、
そ
の
他
の
議
案
３
件
、
あ
わ
せ
て
13
件
を
可
決
・

承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
審
査
し
た
陳
情
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q 専決処分とは

A

市
長
提
出
議
案

A

討
論

反
対

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

[

羽
村
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例]

質
疑

Q

令
和
６
年
度
羽
村
市
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

賛
成

反
対

特に緊急を要し、議会
を招集する時間的余裕
がない時などに、本来、

議会で議決すべき事柄を、市長
が決定 ( 処分 ) することができ
ることを専決処分といいます。
　専決処分を行った場合、市長
は、次の議会で報告し、承認を
求めなければなりません。
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■	

小
学
校
の
教
科
書（
教
師
用
指
導

書
）購
入
を
追
認

【
主
な
内
容
】　
予
定
価
格
２
０
０
０
万

円
以
上
の
動
産
の
買
入
れ
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
決
を
経
て
行
う
べ
き
と
こ
ろ
、

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
買
入
れ
を
行
っ

て
い
た
た
め
、
買
入
れ
の
追
認
を
求
め

る
も
の
で
す
。

買
入
れ
の
目
的�

市
内
小
学
校
に
お
け

る
学
習
指
導
用
に
供
す
る
た
め

種
類
及
び
数
量
教
師
用
指
導
書

１
０
２
９
冊
、
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
56
ラ
イ
セ
ン
ス

買
入
れ
金
額�

２
８
８
３
万
４
８
５
０
円

契
約
の
相
手
方�

株
式
会
社
清
光
堂

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
再
発
防
止
策
は
。

　
　
全
庁
に
通
知
を
し
、
条
例
の
再
周

知
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
予
算
編
成
時

等
に
定
例
的
に
周
知
を
行
っ
て
い
く
予

定
。
ま
た
、
契
約
時
に
作
成
す
る
契
約

依
頼
書
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る

案
件
か
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
作

成
し
た
。

　
　
市
が
方
針
を
策
定
し
、
内
部
統
制

に
取
り
組
も
う
と
し
た
矢
先
だ
が
、
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
改
め
て
全
庁
に
内
部
統
制
制
度
の

仕
組
み
を
周
知
し
た
。
監
査
に
も
報
告

し
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
再
発
防
止
策
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
同
様
の
案
件
が
な
い
と
判
断
し
、

賛
成
。

（
羽
村
市
議
会
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
）

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規

定
）の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）有
罪
判
決
を
受
け
て
し
ま
っ
た

冤
罪
被
害
者
を
迅
速
に
救
済
す
る
た
め
、

「
刑
事
訴
訟
法
再
審
規
定（
再
審
法
）」の

改
正
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

※�

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　
（
6
月
17
日
・
28
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

A Q

質
疑

A Q

討
論

賛
成

教
師
用
指
導
書
の
買
入
れ
の

	

追
認
に
つ
い
て

（
要
旨
）我
が
国
の
更
な
る
高
齢
化
の
進

展
を
踏
ま
え
、
認
知
症
の
予
防
と
共
に
、

高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
画
を
実
現

す
る
た
め
、
聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極

的
な
活
用
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
強

く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣（
共
生
社
会
担
当
）、

総
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

（
要
旨
）障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
が

消
費
税
法
上
非
課
税
の
対
象
事
業
と
な

る
よ
う
、
社
会
福
祉
法
等
に
お
け
る
位

置
付
け
を
見
直
す
こ
と
。
又
、
社
会
福

祉
事
業
の
考
え
方
や
解
釈
に
つ
い
て
、

日
頃
か
ら
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
団

体
と
協
議
を
行
い
、
実
態
に
即
し
た
も

の
と
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
こ
ど
も
政
策�
少
子
化
対
策�

若
者
活

躍�

男
女
共
同
参
画
）、
厚
生
労
働
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

（
要
旨
）国
家
公
務
員
の
地
域
手
当
の

支
給
割
合
は
、
地
方
公
務
員
の
給
与
に

反
映
さ
れ
る
ほ
か
、
介
護
報
酬
や
保
育

所
運
営
に
か
か
る
地
域
区
分
に
も
利
用

さ
れ
て
お
り
、
市
政
各
般
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
級
地
区
分（
地
域
手

当
）に
よ
る
地
域
格
差
の
是
正
を
強
く

求
め
る
。

【
提
出
先
】　
総
務
大
臣
、
人
事
院
総
裁

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

（
要
旨
）国
民
の
幅
広
い
層
か
ら
の
政

治
参
加
や
地
方
議
会
に
お
け
る
多
様
な

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
厚
生
年
金
へ

の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
の
た
め
の
法

整
備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
の
社
会

福
祉
法
及
び
税
務
上
の
取
扱
い
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な

活
用
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

級
地
区
分（
地
域
手
当
）に
よ
る
地

域
格
差
の
是
正
に
関
す
る
意
見
書

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書
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■市長提出議案の議決結果
＜第２回定例会(６月)で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果
専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条
例・令和６年３月３１日専決〕
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分し
たため、議会の承認を求める。

原案承認
専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市都市計画税条例の一部を改正する条
例・令和６年３月３１日専決〕
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分し
たため、議会の承認を求める。
専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例・令和６年３月３１日専決〕　→P4
羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
条例の一部を改正する。
社会福祉法人に対する助成金の交付に関する
条例の一部を改正する条例
助成金の対象となった事業の計画変更等に関す
る規定において、文言を適切な表現に改めるた
め、条例の一部を改正する。

　
　

件名・概要 議決結果
羽村市消防団条例の一部を改正する条例
消防団員の退職に関する規定において、文言を適
切な表現に改めるため、条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
の一部を改正する内閣府令により、市条例が従
うべき規定が改正されたことから、条例の一部
を改正する。
令和６年度羽村市一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ5億1332万5千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ249億2332
万5千円とする。
損害賠償額の決定について
消防団員の年額報酬に係る源泉所得税額の計算
に誤りがあり、本来徴収すべき額より過少に源
泉徴収していた所得税について、不足額を追加
で納付する必要が生じたため、損害賠償として
延滞税を支払う必要があり、延滞税1万6700円
を国（国税庁）に支払う。
教師用指導書の買入れの追認について　
→P5
固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、
秋間雅樹氏を委員に選任したいので、議会の同
意を求める。
【任期】令和6年7月1日～令和9年6月30日

原案同意

＜第２回定例会(６月)で賛否の分かれた議案＞

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 共 ネ 都 令 世 双
(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

令和６年度羽村市国民健康保険事業会計補正予算
（第１号）　→P4 〇 〇 × × 〇 × × 〇 原案可決

■議員提出議案の審議結果　→P5
件名 議決結果

再審法(刑事訴訟法の再審規定)の改正を求める意見書

原案可決
聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書
障害者相談支援事業等の社会福祉法及び税務上の取扱いの見直しを求める意見書
級地区分(地域手当)による地域格差の是正に関する意見書
厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 共 ネ 都 世 令 双

(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)
羽村市弓道場条例第22条の違法確認を求
める陳情

文教厚生
委員会 × × × × × × × × 不採択
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市議会からお知らせ

　政務活動費とは、地方自治法並びに羽村市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員が
調査研究その他の活動を行うために必要な経費の一部として、会派に交付される経費のことです。
　令和５年度は、会派の所属議員数に月額15,000円と属する月数を掛けた金額が交付されました。
なお、各会派は政務活動費の収支報告書を翌年の４月30日までに作成し、残額がある場合は、市へ
返還することとなっています。
　令和５年４月に市議会議員選挙を行ったことから、令和５年度の収支報告書は、任期満了までの
令和５年４月分と、新たに任期を開始した５月から令和６年３月までの各会派の政務活動費を報告
します。

改選前（令和５年４月分） （単位：円）

会派 人数 交付額（A） 対象経費総額 うち政務活動費
充当額 (B)

残額 ( 返還額 )
C(A-B)

新緑会 4 60,000� 8,035 8,035 51,965�
公明党 4 60,000� 380� 380� 59,620�
令和かがやき 3 45,000� 0� 0� 45,000�
日本共産党 2 30,000� 2,730� 2,730� 27,270�
新政会 2 30,000 0� 0� 30,000�

計 15 225,000 11,145� 11,145� 213,855

改選後（令和５年５月～） （単位：円）

会派 人数 交付額（A） 対象経費総額 うち政務活動費
充当額 (B)

残額 ( 返還額 )
C(A-B)

新政会 6 990,000� 960,643� 960,643� 29,357�
公明党 4 660,000� 706,490� 660,000� 0
日本共産党 2 330,000� 32,570� 32,570� 297,430�

令和かがやき
5-12 月 2

285,000� 990� 990� 284,010�
1-3 月 1

市民ネットワーク 1 165,000� 36,063� 36,063� 128,937�
羽村市議会都民ファーストの会 1 165,000� 132,357� 132,357� 32,643�
世論 1 165,000� 146,198� 146,198� 18,802�
双葉会 1 165,000 80,115� 80,115� 84,885�

計
5-12 月 18

2,925,000 2,095,426� 2,048,936� 876,064�
1-3 月 17

令和５年度　各会派政務活動費の収支報告

※�市民ネットワーク・世論・自由民主党創生は、令和５年４月分の政務活動費の申請を行わなかったため、掲載し
ていません。

■各会派の賛否■� 　議案／� 〇…賛成　　×…反対

� 　陳情／� 〇…採択　　×…不採択

■会 派 名■� 　新…新政会　公…公明党　共…日本共産党　ネ…市民ﾈｯﾄﾜｰｸ
� 　都…羽村市議会都民ﾌｧｰｽﾄの会��令…令和かがやき　世…世論　双…双葉会

凡　
例
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市政について問う

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
施
策
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

第
２
回
定
例
会
で
は
、

６
月
11
日
、
13
日
、
14
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

16
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
答
弁
内
容
は
、
６
月
時
点
の
も
の
で
す
。

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
家
庭

へ
の
多
面
的
な
支
援
に
つ
い
て

質
問
　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

家
庭
に
対
す
る
様
々
な
側
面
か

ら
の
支
援
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
は
。

市
長
　
国
や
東
京
都
の
補
助
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
、
経
済
的

支
援
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
や
関
係
団
体
の
協
力

を
得
て
、
子
供
・
子
育
て
家
庭

を
包
括
的
に
支
援
し
て
い
く
。

質
問
　
子
育
て
世
帯
の
羽
村
市

へ
の
移
住
・
定
住
に
対
す
る
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
子
育

て
世
帯
の
住
宅
取
得
へ
の
補
助

事
業
や
、
市
と
住
宅
金
融
支
援

機
構
の
連
携
に
よ
る
「
フ
ラ
ッ

ト
35　
地
域
連
携
型
」
に
よ
る

金
利
引
下
げ
制
度
の
活
用
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

市
長
　
西
武
信
用
金
庫
は
多
摩

西
部
９
自
治
体
に
、
そ
れ
以
外

の
自
治
体
か
ら
移
住
・
定
住
す

る
方
向
け
の
特
別
金
利
に
よ
る

優
遇
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
金
融
機
関
等
と
の
連

携
や
、
他
の
自
治
体
に
お
け
る

子
育
て
世
代
に
対
す
る
住
宅
取

得
等
の
支
援
制
度
の
実
施
状
況

等
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

質
問
　
一
部
の
公
園
で
は
、
経

年
劣
化
等
に
よ
り
遊
具
が
使
用

禁
止
と
な
り
、
順
次
撤
去
さ
れ

る
。
遊
具
の
撤
去
後
、
新
た
な
遊

具
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長
　
新
た
な
遊
具
を
設
置
す

る
場
合
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
設
置
に
は
多
額
の

費
用
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
、

遊
具
の
設
置
が
難
し
い
場
合
も

あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

学
校
の
法
務
相
談
体
制
の
整
備
に

つ
い
て

櫻沢　裕人 議員（新政会）

《Ｑ》妊娠・出産・子育て家庭への支援は
《Ａ》経済的支援の強化等、包括的に支援する

国・都・市連携で妊娠・出産後の経済的
支援策として電子カタログギフトを配付
している
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人
口
減
少
と
こ
れ
か
ら
の

教
育
・
子
育
て
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
は
、
児
童
・
生

徒
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
く

推
計
を
踏
ま
え
つ
つ
、
小
・
中

学
校
の
再
編
を
検
討
し
て
い
く

と
し
た
。

質
問
　
市
民
も
参
画
し
て
、
将

来
の
教
育
を
検
討
す
る
組
織
を

創
設
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
広
く
市
民
の
意
見
を

伺
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
、

検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り

方
と
、
こ
れ
に
地
域
住
民
を
加

え
た
新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
等
の
考

え
は
。

教
育
長
　
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
を
中
心

に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に

も
学
校
運
営
に
関
わ
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
従
来
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

機
能
を
補
完
す
る
だ
け
で
な
く
、

多
彩
で
充
実
し
た
教
育
活
動
を

実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

教
育
委
員
会
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
運
営
を
支

援
し
、
家
庭
及
び
地
域
が
力
を

合
わ
せ
て
羽
村
の
子
供
た
ち
を

育
て
て
い
く
気
運
を
醸
成
し
て

い
く
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
西
多
摩
の

改
修
工
事
の
市
へ
の

影
響
に
つ
い
て

質
問
　
工
事
完
成
ま
で
の
期
間

で
も
、
青
梅
市
の
「
梅
の
湯
」
等

の
利
用
料
助
成
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
新
た
に
実
施
す
る
考
え

は
な
い
。

質
問
　
改
修
計
画
で
凍
結
と
な

っ
た
が
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
は

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
の
付

帯
設
備
は
、
改
め
て
実
施
時
期

等
に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ
る
と

捉
え
て
い
る
。

石居　尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》市民参画で将来の教育を考える組織創設を

《Ａ》広く市民の意見を聞く機会を検討している

教育委員会が示した「これからの羽村市立
学校の在り方について」と「児童・生徒数の
実績と推計」

《Ｑ》玉川上水を世界遺産に
《Ａ》後世に引き継ぐべき貴重な遺産である

玉
川
上
水
を
世
界
遺
産
に

　
東
京
都
議
会
の
予
算
特
別
委

員
会
で
、
公
明
党
都
議
が
「
世

界
遺
産
に
向
け
た
取
組
を
」
と

質
問
。
「
さ
ら
に
魅
力
に
磨
き

を
か
け
、
世
界
に
誇
る
遺
産
と

し
て
後
世
に
継
承
し
て
い
く
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

質
問
　
玉
川
上
水
の
起
点
で
あ

る
羽
村
市
が
主
導
し
、
市
内
外

で
の
機
運
醸
成
や
関
係
団
体
等

と
連
携
し
世
界
遺
産
へ
の
取
組

み
を
開
始
す
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
市
に
と
っ
て
も
、
流

域
自
治
体
に
と
っ
て
も
後
世
に

引
き
継
ぐ
べ
き
貴
重
な
遺
産
で

あ
る
。
東
京
都
、
流
域
自
治
体
、

市
民
団
体
等
の
動
向
を
注
視
し
、

他
自
治
体
等
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

認
知
症
の
方
に
寄
り
添
う

﹁
ユ※

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
﹂
へ
の
取
組
み
を

質
問
　
介
護
の
ケ
ア
技
法
と
し

て
積
極
的
周
知
や
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
等
で
取
入
れ
を
。

市
長
　
市
の
認
知
症
の
取
組
み

は
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
趣
旨
と

同
様
で
あ
る
。
引
き
続
き
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
豊

か
な
暮
ら
し
を
送
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
。

地
域
で
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー
へ
の

取
組
み
推
進
を

質
問
　
市
内
飲
食
店
等
へ
、
メ

ニ
ュ
ー
開
発
の
協
力
や
栄
養
成

分
表
示
店
と
し
て
の
紹
介
等
を

行
い
、
利
用
促
進
と
市
の
健
康

づ
く
り
と
連
携
し
た
外
食
や
中

食
の
充
実
へ
の
取
組
み
を
。

市
長
　
東
京
都
が
実
施
し
て
い

る
「
あ
な
た
の
町
の
野
菜
メ
ニ

ュ
ー
店
」
へ
の
登
録
を
市
内
の

飲
食
店
に
働
き
か
け
、
広
く
周

知
し
、
健
康
増
進
と
市
内
飲
食

店
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
。

富永 訓正 議員（公明党）

※
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
…
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の

認
知
症
の
ケ
ア
技
法
。「
あ
な
た
を
大

切
に
思
っ
て
い
る
」
こ
と

を
伝
え
、
認
知
症
の
方
の

尊
厳
を
重
視
す
る
も
の
。

玉川上水の起点であり、土木学会選奨土木
遺産に認定された羽村取水堰（投渡堰）周辺
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在
宅
避
難
と
早
期
生
活
再
建

へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら

改
め
て
避
難
の
あ
り
方
を
問
う
。

質
問
　
災
害
発
生
時
、
在
宅
避

難
が
可
能
か
ど
う
か
の
判
断
基

準
は
あ
る
か
。

市
長
　
明
確
な
基
準
は
な
い
が
、

家
屋
の
倒
壊
な
ど
の
危
険
が
な

い
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
在
宅

避
難
を
推
奨
し
て
い
る
。

質
問
　
避
難
所
の
空
き
状
況
が

分
か
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
。

市
長
　
導
入
自
治
体
へ
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

質
問
　
一
時
避
難
の
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
地
域
会
館
の
利
用

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
避
難
所
が
不
足
す
る
場

合
は
可
能
と
し
て
い
る
。

質
問
　
在
宅
避
難
の
場
合
、
支

援
物
資
の
受
け
取
り
方
法
は
。

市
長
　
最
寄
り
の
避
難
所
へ
届

け
出
て
い
た
だ
く
。
支
援
物
資

が
必
要
な
際
は
、
避
難
所
へ
受

け
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
。

羽
村
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
の
活
用
促
進
に
つ
い
て

　
新
た
に
開
設
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

最
適
か
つ
、
利
便
性
、
汎
用
性

が
高
い
。
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
望
む
。

質
問
　
道
路
や
公
園
等
の
不
具

合
を
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
先
行
自
治
体
か
ら
課
題

等
調
査
研
究
し
て
い
く
。

質
問
　
ポ
イ
ン
ト
発
行
事
業
や

市
民
の
相
談
対
応
等
に
も
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
全
庁
挙
げ
て
情
報
収
集

し
、
機
能
の
拡
充
へ
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
能
登
半
島
地
震
」
被

災
地
へ
の
さ
ら
な
る
支

援
を

中嶋　勝 議員（公明党）

《Ｑ》避難所の空き状況が分かるようデジタル化を
《Ａ》導入自治体へヒアリングし、調査研究していく

《Ｑ》個人情報等、窓口での聞こえづらい方への配慮は
《Ａ》筆談や相談スペース等でお話を伺っている

聴
覚
障
害
及
び
聞
こ
え
づ
ら

い
方
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

質
問
　
令
和
３
年
か
ら
始
ま
っ

た
、
聞
こ
え
な
い
人
と
聞
こ
え

る
人
の
架
け
橋
に
な
る
、
一
般

財
団
法
人
日
本
財
団
電
話
リ
レ

ー
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
は
。

市
長
　
市
公
式
サ
イ
ト
で
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
奈
良
県
立
医
科
大
学
、

細
井
学
長
が
発
見
し
た
「
軟
骨

伝
導
」
の
イ
ヤ
ホ
ン
を
市
役
所

窓
口
に
導
入
し
て
は
。

市
長
　
機
能
が
類
似
し
た
簡
易

集
音
器
を
設
置
し
て
い
る
。
現

時
点
で
は
導
入
の
考
え
は
な
い
。

質
問
　
聞
こ
え
づ
ら
い
方
に
個

人
情
報
等
を
窓
口
で
伝
え
る
際

の
配
慮
は
。

市
長
　
筆
談
に
加
え
、
相
談
ス

ペ
ー
ス
や
別
室
で
お
話
を
伺
う

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

指
定
喫
煙
場
所
の

在
り
方
に
つ
い
て

質
問
　
各
駅
の
指
定
喫
煙
場
所

で
の
た
ば
こ
を
吸
う
方
、
吸
わ

な
い
方
両
面
で
の
配
慮
は
。　
　

市
長
　
人
が
多
く
集
ま
る
駅
周

辺
に
路
上
喫
煙
禁
止
地
区
を
指

定
。
喫
煙
者
に
は
コ
ン
テ
ナ
型

や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
型
の
喫
煙

場
所
を
指
定
す
る
こ
と
で
分
煙

化
を
図
っ
て
い
る
。

女
性
の
視
点
か
ら
の防災

対
策
を

質
問
　
断
水
時
に
も
使
用
で
き
、

安
全
性
の
あ
る
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
導
入
を
。

市
長
　
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
山
梨
県
北
杜

市
で
導
入
し
て
お
り
、
災
害
時

に
は
派
遣
い
た
だ
け
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
市
と
し
て
の

導
入
に
は
課
題
が
あ
り
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
や
携
帯

ト
イ
レ
の
備
蓄
等
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

金子　ひとみ 議員（公明党）

災害時に派遣いただく協定を結んでいる
北杜市のトイレトレーラー

LINEの登録方法は市公式YouTube
チャンネルで公開している
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《Ｑ》道路改修が総延長の６％のみの計画だが

《Ａ》改修路線は優先順位を付し選定している

羽
村
市
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て

質
問
　
市
道
の
総
延
長
は
約
１

５
５
㎞
だ
が
、
羽
村
市
道
路
整

備
計
画
で
の
10
年
間
の
改
修
予

定
は
９
３
５
１
ｍ
で
あ
る
。
総

延
長
の
わ
ず
か
６
％
に
す
ぎ
な

い
が
見
解
は
。

市
長
　
改
修
路
線
は
路
面
の
劣

化
状
況
・
緊
急
性
・
必
要
性
及

び
工
事
規
模
の
ほ
か
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
要
望
を
勘
案
し
、
優

先
順
位
を
付
し
選
定
し
て
い
る
。

質
問
　
計
画
に
路
線
ご
と
の
舗

装
完
了
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
。
明
記
し
た
計
画
を
補
足

版
と
し
て
策
定
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
毎
年
度
、
道
路
改
修
予

定
路
線
を
抽
出
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
路
線

ご
と
に
工
事
完
了
期
限
は
明
記

し
て
い
な
い
。

市
の
環
境
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

質
問
　
第
二
次
環
境
と
み
ど
り

の
基
本
計
画
の
基
本
理
念
は
10

年
前
の
第
一
次
の
も
の
と
同
じ

で
あ
る
。
見
直
し
を
求
め
る
意

見
は
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
環
境
審
議
会
で
特
に
見

直
し
を
求
め
る
意
見
は
な
く
、

了
承
さ
れ
た
。

質
問
　
「
ミ
ニ
環
境
展
」
の
規

模
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
今
後
も
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

質
問
　
従
来
、
大
規
模
に
実
施

し
て
い
た
「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
「
は
む
ら
市
民
と
産

業
の
ま
つ
り
」
の
中
で
開
催
し

た
。
市
民
の
環
境
へ
の
意
識
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
見
解
は
。

市
長
　
環
境
問
題
に
関
心
の
な

い
方
も
関
心
を
持
て
る
よ
う
実

施
し
た
。
引
き
続
き
、
環
境
学

習
や
活
動
の
機
会
を
充
実
し
、

広
報
は
む
ら
な
ど
の
広
報
媒
体

を
通
じ
て
環
境
に
関
す
る
情
報

発
信
を
行
う
。

高田 和登 議員（新政会）

再生が望まれる羽村堰の桜並木

羽
村
堰
周
辺
の

観
光
政
策
に
つ
い
て

質
問
　
「
は
む
ら
花
と
水
の
ま

つ
り
」
の
会
場
が
変
更
に
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の
声
は
。

市
長
　
今
年
の
開
催
に
当
た
り
、

「
羽
村
堰
で
は
開
催
し
て
い
な

い
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ

せ
が
数
件
あ
っ
た
。

質
問
　
桜
並
木
が
老
木
化
や
害

虫
被
害
に
よ
る
倒
木
の
危
険
回

避
の
た
め
会
場
が
移
さ
れ
た
。

桜
並
木
の
再
生
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
羽
村
堰
を
含
む
玉
川
上

水
は
、
東
京
都
の
水
道
施
設
で

あ
る
。
敷
地
内
の
桜
並
木
の
管

理
や
再
生
は
、
東
京
都
水
道
局

が
対
応
し
て
い
る
。
平
成
27
年

度
を
始
期
と
す
る
「
玉
川
上
水

路
サ
ク
ラ
更
新
計
画
」
が
、
令

和
２
年
度
に
完
了
し
た
た
め
、

現
在
、
桜
の
更
新
に
関
す
る
計

画
は
な
く
、
今
後
に
つ
い
て
は
、

樹
木
診
断
等
を
行
っ
た
上
で
判

断
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

市
道
第
１
０
１・１
０
２
号
線

︵
市
役
所
通
り
︶
の
改
修
に

つ
い
て

質
問
　
市
役
所
通
り
の
改
修
に

つ
い
て
、
市
は
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
る
考
え
か
。

市
長
　
市
役
所
通
り
の
再
整
備

は
、
施
工
期
間
が
10
年
以
上
の

長
期
に
渡
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

多
額
の
事
業
費
が
必
要
と
な
る
。

新
た
な
特
定
財
源
確
保
の
た
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
の
更
な
る
超
高
齢
社

会
を
見
据
え
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
景
観
に
も
配
慮
し
、
維
持

管
理
が
容
易
な
道
路
環
境
と
な

る
よ
う
、
具
現
化
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
く
。

秋山 義徳 議員（新政会）

《Ｑ》桜並木の再生についてどのように考えているか

《Ａ》管理や再生については東京都水道局が対応する

市道の改修前（左）と改修後（右）
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羽
村
市
の
教
育
に
つ
い
て

質
問
　
高
校
を
中
退
し
た
生
徒

の
受
け
皿
と
な
る
の
は
ど
こ
か
。

市
長
　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
高
校
在
学
者

及
び
中
途
退
学
者
の
相
談
も
受

け
て
い
る
。

質
問
　
支
援
場
所
に
行
か
な
い

不
登
校
の
在
宅
児
童
・
生
徒
の

状
況
を
把
握
し
、
対
応
で
き
て

い
る
の
か
。

教
育
長
　
支
援
場
所
と
し
て
の

校
内
別
室
指
導
や
適
応
指
導
教

室
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ
通

っ
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
は
、
学
級
担
任
等
が
定
期

的
に
家
庭
訪
問
を
行
う
。
そ
こ

で
把
握
し
た
状
況
を
学
年
や
校

内
支
援
委
員
会
等
で
情
報
を
共

有
し
、
組
織
的
な
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
。

質
問
　
19
歳
以
上
で
引
き
こ
も

り
の
方
へ
の
進
学
、
就
労
等
の

支
援
の
方
策
は
。

市
長
　
相
談
に
訪
れ
た
方
の
思

い
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
そ
の

上
で
「
東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
な
ど
の
関
係

機
関
に
つ
な
ぎ
、
連
携
し
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
民
の
声
に
つ
い
て

質
問
　
公
園
の
管
理
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
へ
の
指
導
等
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
維
持
管
理
に
関
す
る
情

報
は
、
担
当
部
署
と
指
定
管
理

者
双
方
に
お
い
て
常
に
最
新
の

情
報
を
共
有
し
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
指
導
や
助
言
を
行
っ

て
い
る
。

質
問
　
市
役
所
の
昼
の
休
憩
時

間
に
お
け
る
窓
口
対
応
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
職
員
が
休
憩
時
間
を
ず

ら
し
て
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

窓
口
を
閉
め
る
こ
と
な
く
業
務

を
継
続
し
て
い
る
。

《Ｑ》高校を中退した生徒の受け皿となるのは
《Ａ》子ども家庭支援センターである

市役所2階にある子ども家庭支援センター

菅 勇真 議員（双葉会）

浜中 順 議員（日本共産党）

《Ｑ》介護ヘルパーの確保の対策をどう行っているか
《Ａ》研修費の補助・研修会の開催で確保・育成を支援

市
内
の
訪
問
介
護
事
業
所

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る

中
で
、
全
国
的
に
も
介
護
人
材

の
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

質
問
　
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保

対
策
は
。

市
長
　
介
護
人
材
初
任
者
研
修

等
の
経
費
の
一
部
補
助
や
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
介
護
支
援
専

門
員
の
専
門
研
修
の
開
催
な
ど
、

介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
を
支

援
し
て
い
る
。

質
問
　
運
営
経
験
等
を
学
び
合

え
る
各
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

間
の
交
流
会
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
各
事
業
所
が
自
発
的
に

設
定
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的

で
あ
る
。
市
は
引
き
続
き
側
面

か
ら
支
援
を
行
う
。

身
近
な
公
共
施
設
の

修
繕
は
早
急
に

　
羽
村
駅
東
口
の
男
子
ト
イ
レ

の
便
器
や
公
園
の
遊
具
・
運
動

設
備
な
ど
、
故
障
で
使
用
不
能

な
も
の
が
あ
る
。修
繕
を
望
む
声

を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
質
問
し
た
。

質
問
　
「
歩
道
の
街
路
樹
の
根

上
が
り
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」

と
の
声
が
多
く
あ
る
。
修
繕
を

ど
う
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
損
傷
箇
所
の
状
態
を
確

認
し
、
順
次
改
善
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

羽
村
市
で
も
来
年
度
か
ら
は

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を

質
問
　
保
護
者
や
子
供
た
ち
の

願
い
を
受
け
、
来
年
度
の
無
償

化
実
現
に
向
け
積
極
的
に
検

討
・
実
現
を
。

市
長
　
多
額
の
一
般
財
源
を
必

要
と
す
る
事
業
を
継
続
的
に
実

施
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
市
の

財
政
状
況
で
は
非
常
に
厳
し
い
。

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
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国
や
東
京
都
と
羽
村
市
の

分
権
の
在
り
方
を
問
う

質
問
　
国
の
地
方
自
治
体
へ
の

指
示
権
を
拡
大
す
る
地
方
自
治

法
の
改
正
案
へ
の
考
え
は
。
指

示
権
の
及
ぶ
範
囲
が
広
く
、
閣

議
決
定
だ
け
で
発
動
で
き
る
内

容
に
危
惧
は
な
い
か
。

市
長
　
国
の
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
補
充
的
な
指
示
は
、
地

方
公
共
団
体
の
意
向
を
無
視
し

て
一
方
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
一
定
の
制
約
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
国
は
所
得
税
の
定
額
減

税
を
給
与
明
細
に
明
記
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
職
員
の
負
担

増
や
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
対

応
は
。
ま
た
、
市
内
の
民
間
企

業
は
ど
う
か
。

市
長
　
準
備
期
間
が
短
い
中
、

職
員
等
へ
の
周
知
や
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
必
要
な
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
市
内
企
業
へ
は
、
必

要
に
応
じ
て
市
商
工
会
が
説
明

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
　
小
池
都
知
事
は
、
給
食

費
の
半
額
補
助
や
18
歳
ま
で
の

医
療
費
助
成
を
打
ち
出
し
た
が

事
前
に
相
談
は
あ
っ
た
か
。

市
長
　
自
治
体
へ
の
説
明
や
意

見
交
換
の
場
は
無
か
っ
た
。

横
田
基
地
日
米
友
好
祭
の
戦

闘
機
の
飛
来
は
友
好
の
域
を

超
え
て
い
な
い
か

質
問
　
友
好
祭
で
、
戦
闘
機
が

市
上
空
を
何
度
も
飛
来
し
、
市

民
生
活
を
脅
か
す
も
の
だ
っ
た
。

今
後
の
市
の
対
応
は
。

市
長
　
毎
年
度
、
戦
闘
機
の
離

着
陸
を
行
わ
な
い
こ
と
を
米
軍

と
国
に
要
請
し
て
い
る
。
引
き

続
き
東
京
都
及
び
基
地
周
辺
５

市
１
町
で
連
携
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
安
全
性
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
の
低
さ

を
問
う
／
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
対
策
を
急
げ

《Ｑ》国の指示権拡大の自治法改正への考えは
《Ａ》指示には一定の制約があるものと認識している

馳平 耕三 議員（令和かがやき）

補
聴
器
助
成
金
を

羽
村
市
で
も
は
じ
め
よ
う

質
問
　
東
京
都
内
の
補
聴
器
購

入
助
成
金
の
実
施
状
況
は
。

市
長
　
昨
年
度
で
は
、
23
自
治

体
が
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　
東
京
都
は
、
２
０
２
６

年
度
ま
で
に
、
都
内
で
の
完
全

実
施
を
目
指
し
て
い
る
。
羽
村

市
も
い
ち
早
く
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
　
国
、
東
京
都
、
周
辺
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

重
要
土
地
利
用
規
制
法
に
よ

っ
て
、
市
民
生
活
へ
の
悪
影

響
は
生
じ
な
い
か

　
安
全
保
障
上
重
要
な
施
設
の

「
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
」
が

み
と
め
ら
れ
た
場
合
、
土
地
利

用
者
に
勧
告
・
命
令
・
罰
則
を

課
す
法
律
が
施
行
さ
れ
、
横
田

基
地
周
辺
が
指
定
さ
れ
た
。

質
問
　
基
地
反
対
運
動
や
、
市

内
事
業
者
の
活
動
に
制
限
が
課

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
か
。

市
長
　
個
別
具
体
的
な
事
情
に

応
じ
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
再
編
は
、
納
得
と

合
意
の
も
と
に
進
め
る
べ
き

質
問
　
国
が
示
す
基
準
に
基
づ

き
試
算
す
る
と
、
２
０
３
５
年

に
は
小
学
校
５
校
・
中
学
校
２

～
３
校
と
な
る
。
な
ぜ
、
小
学

校
３
校
・
中
学
校
２
校
と
、
よ

り
学
校
数
が
少
な
い
姿
を
目
指

す
と
し
た
の
か
。

教
育
長
　
国
が
示
す
標
準
に
従

っ
た
場
合
、
10
年
程
度
の
間
隔

で
見
直
し
を
繰
り
返
す
状
況
が

想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
を
避
け
る

た
め
、
あ
ら
か
じ
め
大
き
な
規

模
で
学
校
を
再
編
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
適
正
規
模
を
設
定

し
た
。

鈴木 拓也 議員（日本共産党）

《Ｑ》補聴器の助成金を実施すべきではないか
《Ａ》国、都、周辺自治体の動向を注視する

改正地方自治法は6月19日に参議院本会議
で可決・成立した

高齢者を対象とした補聴器助成の実施を
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自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

質
問
　
経
常
収
支
比
率
の
硬
直

化
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長
　
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん

だ
状
態
に
あ
り
、
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
く
と
捉
え
て

い
る
。

質
問
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

未
来
に
つ
な
が
る
自
主
財
源
を

生
み
出
す
必
要
性
は
。

市
長
　
持
続
可
能
な
都
市
と
し

て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
発
展
し

て
い
く
た
め
に
事
業
の
廃
止
や

休
止
、
見
直
し
な
ど
財
政
健
全

化
の
取
組
み
に
加
え
、
新
た
な

自
主
財
源
の
獲
得
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

質
問
　
自
主
財
源
確
保
の
た
め

の
手
段
に
、
企
業
誘
致
制
度
や

企
業
支
援
制
度
が
あ
る
が
、
そ

の
効
果
を
ど
う
見
積
も
っ
て
い

る
か
。

市
長
　
市
内
企
業
へ
の
支
援
施

策
が
市
内
企
業
の
成
長
や
発
展

に
つ
な
が
り
、
市
の
に
ぎ
わ
い

を
創
る
こ
と
に
寄
与
す
る
と
考

え
る
。

事
業
所
等
の
誘
致
に
つ
い
て

質
問
　
建
物
の
老
朽
化
や
物
価

高
騰
・
円
安
で
経
営
が
厳
し
い

事
業
所
は
、
固
定
資
産
税
の
低

い
地
域
へ
の
移
転
を
考
え
る
と

思
う
が
、
と
ど
め
る
方
策
は
。

市
長
　
融
資
制
度
の
紹
介
や
操

業
環
境
の
維
持
・
向
上
へ
の
支

援
な
ど
を
行
う
こ
と
で
経
営
基

盤
が
安
定
し
、
立
地
継
続
の
一

助
と
な
り
転
出
抑
制
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

質
問
　
誘
致
可
能
な
未
利
用
地

の
地
主
や
企
業
等
に
働
き
か
け

を
し
て
い
る
か
。

市
長
　
企
業
誘
致
に
は
土
地
所

有
者
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
な

た
め
、
企
業
誘
致
促
進
制
度
を

関
係
者
に
周
知
す
る
な
ど
取
り

組
ん
で
い
る
。

野崎　和也 議員（新政会）

《Ｑ》未来につながる自主財源の確保の必要性は
《Ａ》新たな自主財源の獲得を推進する必要がある

市と26市平均の経常収支比率の推移
(『令和6年度　羽村市の予算　わかりやす
い最初の一歩！』から引用)

山崎 陽一 議員（世論）

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
68
弾

質
問
　
「
移
転
の
諾
否
を
決
め

る
の
は
権
利
者
。
反
対
住
民
も

お
り
進
捗
に
影
響
す
る
」
と
の

答
弁
だ
が
、
区
画
整
理
法
で
は

家
屋
取
り
壊
し
の
直
接
施
行
が

可
能
。答
弁
に
反
し
な
い
か
。

市
長
　
直
接
施
行
は
義
務
で
は

な
い
。
市
は
協
議
移
転
を
基
本

と
し
て
い
る
。

質
問
　
６
か
年
の
優
先
事
項
実

施
後
で
移
転
率
39
％
、
事
業
費

は
70
％
を
超
す
。
事
業
範
囲
か

ら
の
飛
び
換
地
は
１
棟
だ
。
残

り
13
年
で
事
業
費
、
事
業
期
間

削
減
の
た
め
区
域
除
外
す
べ
き

で
は
。

市
長
　
地
区
全
体
を
一
体
と
し

て
換
地
設
計
し
て
い
る
。区
域
の

一
部
を
除
外
す
る
場
合
は
、換
地

設
計
の
見
直
し
等
に
数
年
か
か

る
た
め
難
し
い
。

質
問
　
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
12
号
線
及
び
駅
前
交
通
広

場
を
含
む
３
・
４
・
13
号
線
の
整

備
で
２
５
０
棟
の
移
転
。こ
の
道

路
面
と
接
す
る
家
屋
は
何
棟
で
、

３
・
４
・
12
号
線
の
都
交
付
金
50

億
４
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
用

地
費
、補
償
費
は
。

市
長
　
道
路
用
地
内
は
前
者
が

30
棟
、
後
者
が
11
棟
。
道
路
に

接
す
る
棟
数
は
前
者
が
28
棟
、

後
者
が
15
棟
。
用
地
費
28
億
８

８
０
０
万
円
、
補
償
費
16
億
７

０
８
万
５
０
０
０
円
。

質
問
　
人
口
戦
略
会
議
の
推
計

で
は
、
市
の
人
口
は
２
０
５
０
年

で
２
０
２
０
年
か
ら
１
万
１
８

５
３
人
減
少
。
中
で
も
20
～
39

歳
の
若
年
女
性
人
口
が
32
・
８

ポ
イ
ン
ト
の
減
と
さ
れ
て
い
る
。

市
の
対
応
は
。

市
長
　
羽
村
市
は
自
然
減
と
社

会
減
対
策
が
必
要
な
自
治
体
に

区
分
さ
れ
る
。
若
い
世
代
の
移

住
・
定
住
の
促
進
に
取
り
組
む
。

《Ｑ》区画整理法では家屋取壊し等も可能。行うのか

《Ａ》義務ではない。羽村では協議移転が基本

６か年事業実施区域には「反対看板」が並ぶ
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て

質
問
　
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
４
月
の
時
点
で
、
無
償

化
を
行
っ
た
の
は
、
多
摩
26
市

中
13
市
で
あ
っ
た
。
子
供
た
ち

の
住
む
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育

格
差
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
、
国

が
責
任
を
持
ち
対
応
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

結
婚
・
出
産
支
援
に
つ
い
て

質
問
　
人
口
減
少
が
羽
村
市
の

税
収
減
に
つ
な
が
る
一
つ
の
要

因
と
考
え
る
。
強
力
な
結
婚
支

援
・
出
産
支
援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
結
婚
を
望
む
方
に
は
、

東
京
都
と
連
携
し
た
取
組
み
を

進
め
て
い
く
。
妊
娠
・
出
産
に

つ
い
て
は
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
伴

走
型
相
談
支
援
を
実
施
す
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
子
供
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
、
全
て
の

子
供
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
施
策
の
推
進
を
図

っ
て
い
く
。

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
の
促
進
に
向
け
て

質
問
　
市
長
の
本
事
業
に
つ
い

て
の
決
意
は
。

市
長
　
本
事
業
は
、
既
成
市
街

地
の
再
編
整
備
事
業
と
し
て
駅

前
交
通
広
場
や
道
路
、
公
園
な

ど
の
都
市
施
設
を
整
備
し
、
駅

前
市
街
地
の
再
編
を
図
る
と
と

も
に
、
都
市
施
設
と
自
然
が
調

和
し
た
市
街
地
の
再
生
な
ど
、

総
合
的
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
す
。
今
後
も
、
更
な
る
進

展
に
向
け
て
一
層
の
努
力
を
重

ね
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

市
内
の
指
定
喫
煙
場
所
に
つ
い
て

濱中 俊男 議員（羽村市議会都民ファーストの会）

《Ｑ》学校給食費の無償化をすべきでは
《Ａ》国において責任を持ち対応すべきである

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
具
体
策
を
進
め
よ
う

　
昨
年
の
夏
は
、
世
界
の
平
均

気
温
が
観
測
史
上
最
も
高
く
、

産
業
革
命
前
か
ら
１
・
48
度
上

昇
し
た
。
東
京
は
１
０
０
年
間

で
、
１
・
35
度
上
昇
し
て
お
り
、

地
球
温
暖
化
の
主
原
因
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
は
、

緊
急
課
題
で
あ
る
。

質
問
　
環
境
配
慮
事
業
助
成
制

度
は
市
民
要
望
が
高
い
。
予
算

の
増
額
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
羽
村
市
の
特
徴
と
し
て
、

産
業
部
門
、
家
庭
部
門
か
ら
排

出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
が

多
い
。
環
境
配
慮
助
成
制
度
は
、

中
小
企
業
や
家
庭
に
対
し
、
直

接
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

る
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
低
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
制
度

な
ど
環
境
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

質
問
　
全
て
の
学
校
へ
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
装
置
の
設
置

を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
現
在
、
小
学
校
２
校
、

中
学
校
１
校
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
て
い
る
。
小
・
中

学
校
へ
の
設
置
は
、
環
境
面
だ

け
で
な
く
教
育
的
観
点
や
、
停

電
時
の
避
難
所
の
電
力
確
保
に

有
効
で
あ
る
。
施
設
の
改
修
に

併
せ
て
効
率
的
に
設
置
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

質
問
　
電
気
バ
ス
「
は
む
ら

ん
」
の
購
入
が
凍
結
さ
れ
て
い

る
が
、
見
通
し
は
ど
う
か
。

市
長
　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
を
図
る
観
点
か
ら
、
電
気

バ
ス
を
始
め
、
環
境
に
配
慮
し

た
車
両
の
導
入
に
向
け
、
情
報

収
集
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

羽
村
駅
西
口
地
区
の
都
市
基
盤
整

備
の
情
報
公
開
を

SDGsの17の目標のひとつである
気候変動対策

《Ｑ》環境配慮事業助成制度の予算増額はできないか
《Ａ》制度や環境施策の充実を図っていく

門間　淑子 議員（市民ネットワーク）

羽村大橋から新奥多摩街道までの用地空け
が進む
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多
文
化
共
生
に
つ
い
て

質
問
　
福
生
市
・
羽
村
市
多
文

化
共
生
実
態
調
査
の
外
国
人
の

要
望
の
第
一
位
は
「
日
本
人
と

外
国
人
の
交
流
・
意
見
交
換
等

を
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
」
で

あ
る
。
市
の
取
組
み
と
今
後
の

展
望
は
。

市
長
　
「
世
界
の
文
化
講
座
」

を
平
成
26
年
度
か
ら
毎
年
度
開

催
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
か

ら
５
年
度
ま
で
感
染
症
の
影
響

で
開
催
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

年
度
の
開
催
に
向
け
調
整
中
で

あ
る
。
多
文
化
共
生
を
推
進
す

る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
今
後

も
継
続
し
て
開
催
す
る
。

質
問
　
外
国
人
住
民
の
福
祉
の

増
進
へ
の
取
組
み
と
今
後
の
展

望
は
。

市
長
　
外
国
籍
市
民
支
援
員
制

度
や
市
公
式
サ
イ
ト
の
多
言
語

対
応
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
を
し
て
い
る
。
生
活
上
の
不

安
を
解
消
し
、
安
心
し
た
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
計

画
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

質
問
　
「
広
域
観
光
ル
ー
ト
の

開
発
」
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
　
今
年
度
、
観
光
振
興
分

科
会
で
西
多
摩
地
域
入
込
観
光

客
数
調
査
を
行
う
。
こ
の
結
果

を
基
礎
資
料
と
し
、
各
種
観
光

推
進
施
策
を
立
案
し
て
い
く
。

質
問
　
羽
村
市
は
音
楽
活
動
が

盛
ん
で
あ
る
。
障
が
い
者
へ
の

理
解
促
進
、
人
権
尊
重
へ
の
取

組
み
と
し
て
、
構
成
市
町
村
で

音
楽
会
を
開
催
し
て
は
。

教
育
長
　
西
多
摩
地
域
広
域
行

政
圏
協
議
会
の
事
業
に
関
わ
ら

ず
、
関
係
団
体
や
近
隣
市
町
村

と
意
見
交
換
を
行
い
、
実
施
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

羽
村
堰
と
多
摩
川
の
水
辺
の
活
用

に
つ
い
て

《Ｑ》外国人住民の福祉の増進に向けた今後の展望は
《Ａ》生活上の不安を解消できるよう取り組む

池澤　敦 議員（新政会）

◆ 会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、
議会活動を行う上での基礎となります。

新 政 会

櫻
さくら

沢
ざわ

裕
ひろ

人
と

　　池
いけ

澤
ざわ

　　敦
あつし

野
の

崎
ざき

和
かず

也
や

　　秋
あき

山
やま

義
よし

徳
のり

高
たか

田
だ

和
かず

登
と

　　冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

公 明 党

金
かね　こ

子ひとみ
中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

訓
のり

正
まさ

石
いし

居
い

尚
ひさ

郎
お

世　論

山
やま

崎
ざき

陽
よう

一
いち

令和かがやき

馳
はせ

平
ひら

耕
こう

三
ぞう

市民ネットワーク

門
もん

間
ま

淑
ひで

子
こ

双 葉 会

菅
かん

　　勇
ゆう

真
しん

羽村市議会都民
ファーストの会
濱
はま

中
なか

俊
とし

男
お

日本共産党

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

拓
たく

也
や

西多摩地域広域行政圏計画(左)と福生市・
羽村市多文化共生実態調査報告書(右)

議 員 表 彰

５月22日、全国市議会議長会より、
濱中俊男議員と馳平耕三議員が
在職20年以上の表彰状を贈呈されました。
(写真左から濱中俊男議員、馳平耕三議員)

※門間淑子議員、石居尚郎議員は辞退されています。



ぎかいのトビラ（令和 6.8.1）17

令和６年５月１日～令和６年７月３１日の主な活動

5月

２日� ▪�文教厚生委員会市民インタビュー(声のボ
ランティア桑の実)

13日� ▪�令和６年度羽村市官公署等連絡協議会
　　� ▪��行政視察受入れ（新潟県北蒲原郡聖籠町）
15日� ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会令和

６年第１回正副会長・委員長会議
　　� ▪��行政視察受入れ（山口県岩国市）
16日� ▪�文教厚生委員会行政視察(立川児童相談所）
22日� ▪�全国市議会議長会第100回定期総会
24日� ▪��西多摩地区議長会定例会議
　　� �▪行政視察受入れ（大阪府富田林市）
29日� ▪�東京都市議会議長会定例総会
　　� ▪��東京都市町村議会議員公務災害補償等組合

議会臨時会
30日� ▪�令和６年第１回多摩都市モノレール建設促

進及び公共交通対策特別委員会
��　　�▪��第９回議会改革推進委員会

6月

３日�� ▪�第５回議会運営委員会
11日� ▪�第２回羽村市議会定例会（初日）
13日� ▪�第２回羽村市議会定例会（２日日）
14日� ▪�第２回羽村市議会定例会（３日目）
17日� ▪�第２回羽村市議会定例会（４日目）
　　� ▪��一般会計等予算審査特別委員会
18日� ▪�一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）

19日� ▪�第２回総務委員会
　　� ▪��第２回環境まちづくり委員会
20日� ▪�第４回文教厚生委員会
21日� ▪�第10回議会改革推進委員会
25日� ▪�第６回議会運営委員会
27日� ▪�第５回広報委員会
28日� ▪�第２回羽村市議会定例会（最終日）
　　� ▪��第３回議員全員協議会

7月

４日� ▪�文教厚生委員会調査研究活動（羽村市私立
幼稚園協会との懇談会）

９日� ▪�全国市議会議長会基地協議会第109回理事
会

　　� ▪��第６回広報委員会
18日� ▪�第７回広報委員会
23日� ▪�令和６年度三鷹・立川間立体化複々線促進

協議会及び多摩地域都市モノレール等建設
促進協議会合同総会

25日� ▪�第11回議会改革推進委員会
26日� ▪�西多摩地域広域行政圏協議会審議会
　　� ▪��三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３

委員会
30日� ▪�令和６年第１回東京都後期高齢者医療広域

連合議会臨時会全員協議会・本会議
31日� ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第2

委員会

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。
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議会を見よう！知ろう！
～次の定例会は９月～

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで！
当日、市役所4階の議会事務局にお越しく
ださい。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本会
議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後２か月程度で会議録ができあ
がります。冊子または、羽村市公式ウェ
ブサイトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の３日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見る
ことができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の９月定例会審議予定分の締切
■議運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、環境まちづくり、文教厚生）
■予特（補正）
…一般会計等予算審査特別委員会（令和６年度補正予算）
■決特…令和５年度一般会計等決算審査特別委員会
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

しぎかいカレンダー
●第3回定例会(9月)の予定●

日 月 火 水 木 金 土

    8 /22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

9 /1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

陳情〆

本会議

常任委

 決特

 常任委

決特

本会議

本会議

本会議

議運　

本会議

 決特

議運

予特
（補正）

　
今
回
の
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
羽
村

町
の
頃
か
ら
、
46
年
と
い
う
長
き
に
渡
り
活

動
を
続
け
て
い
る「
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
桑

の
実
」の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。　

障
害
の
あ
る
方
に
寄
り
添
い
、
声
を
届
け
る

活
動
を
続
け
る
中
で
、
逆
に
励
ま
さ
れ
、
活

動
を
続
け
る
活
力
と
な
っ
た
と
い
う
お
話
も

お
聞
き
し
ま
し
た
。
改
め
て
助
け
合
い
の
尊

さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

　
広
報
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
期
待

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
地
域
の
地

道
な
活
動
等
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
親
し

み
が
あ
り
、
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

内
容
を
提
供
で
き
る
よ
う
情
報
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
金
子
）

【
広
報
委
員
会
委
員
】

　
富
永
訓
正（
委
員
長
）　

　
濱
中
俊
男（
副
委
員
長
）

　
池
澤
敦　
　
　
野
崎
和
也

　
金
子
ひ
と
み　
高
田
和
登

　
浜
中
順　
　
　


